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学生製造 りんごジャム　502個 りんごジャム　501個 りんごジャム　520個
企業連携商品 和洋煎餅　米油　わよどら 和洋煎餅　米油　わよどら 和洋煎餅　米油
和洋サービス商品 和洋クッキー 和洋クッキー 和洋クッキー





































































   左：2016年度 手づくり体験 
















































































家福　7名 － 51名 5名
５．学生の参加状況 
 表 2 に 3 年間の取り組みに参加した学生数を担当別に示した。重複して役目を担っている学生も多く、
実人数にして約150名が参加し、2年連続して参加した学生もいた。参加した全員に参加賞を授与し、年
度毎 特に熱心に取り組んだ学生には、取り組んだ内容を示した特別賞を授与した。 
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６．学生の様子 20 
 参加した学生からの主な感想は、「人のためのものづくりを初めて体験した」「自分の作ったものを買っ
てもらえて嬉しい」「消費者を意識したものづくりを考えた」「何度も試作を繰り返して商品化できた」「作
業や課題が多すぎた（初年度）」「計画性が必要」「楽しい活動・体験ができた」「大変だったが達成感・満
足感が得られた」「自信がついた」「多くの人に支えられた」「他学科の学生や教員と交流 消費者
と交流でき 「色々な人に褒められて嬉しい」「消費者の視点や販売者の立場を経験できた」「店舗の装飾25 
を褒められた」「学外からの取材を受け緊張した」などであった。学生は、自分のものづくりが消費者・購
買者とつながっていることを実感してい 。さらに、学内外の多くの人たちと交流し、褒められた とが
達成感や満足感 つながっていた。また、すべてが順調に進められたわけではなく、現場で起こる多くの
問題解決のために、学生間や教員との長時間の話し合いの経験など、今後の社会生活の中で起こる可能性
のある課題に熱心に取り組み、まさに、PDCAサイクルを実体験した。 30 
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3 年間のショップ経営活動により、学生と教員が連携してものづくりから販売まで、様々な問題解決課
題に取り組むことができた。このようなPDCAサイクルを、臨場感をもって体験することにより、学生は
「企画力」「実践力「キャリアマインド」を身につけることができた。授業以外の活動の中 、多くの時間35 
を費やして商品を企画制作し、ショップの運営を担当した学生の努力はすばらしい活動であった。特に、
JR市川駅ビルでの出店では、商品は概ね完売状態となり、ショップでは、多くの和洋の関係者、教職員、
卒業生や、連携企業であるジェイアール東日本の関連会社や地域市民の方々から声をかけられた。学生は、
表２ 参加学生数 
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り、満足な売上げにはつなげることができなかった。しかし、この「売れない」体験も貴重な経験となっ
た。ショップの広報の方法や「ネットショップ」で売れるための商品企画など、今後の課題も発見できた。
　外部からの評価が高かった内容をみると、販売した商品の中に高評価を得た商品も多くあったが、それ
にも増して、このような取り組み自体に学内外の様々なところから高い評価を得ることができた。ワーク
ショップでの集客状況も高く、ショッピングセンター運営会社からは、ショップの開店期間の終了後に再
度の開催依頼まであった。学生だけでなく関わった教員も地域社会の中での学生の存在価値や評価を実感
し、学生の新しい側面を観察することができる活動となり、今後の学生指導の上でも有意義であった。「学
生と教員の連携」「学生に対する大学の支援」「大学と地域・企業との連携」など、大学、教員、学生が一
体となって、学外に出て体験学習していることに外部からの評価が高かったのだと実感している。
　学生からは、この活動に参加したことが就職活動に役に立った、家庭科教員免許取得や教員採用試験の
合格につながったなどの声も聞かれ、PDCAサイクルを体験するこのような取り組みが家政学部の学生を
成長させる1つの方法であることを検証することができたと考える。また、多くの地域社会・企業の方々、
学内関係者、卒業生などとの連携が連鎖して引き起こり、教育的側面である学生教育に留まらず、大学（家
政学部）の広報活動や学園の活性化にも役立つ貴重なプログラムであることも判明した。今後は、家政学
部のプロジェクトとして継続させ、学生教育に活用していくとともに、主に服飾造形学科の学生や卒業生
が参加する恒常的なショップ経営と「和洋ブランド」の誕生を目指したい。そのために、改めて大学の支
援が得られるように、3年間、試行錯誤した体験を土台として、次の具体的プログラムを企画立案する予
定である。
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